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赤
門
と
し
て
知
ら
れ
る
西
宮
神
社

の
表
大
門
（
お
も
て
だ
い
も
ん
）
と

そ
れ
か
ら
続
く
大
練
塀
（
お
お
ね
り

べ
い
）
は
、
国
指
定
の
重
要
文
化
財

（
建
造
物
）
で
す
。
約
４
０
０
年
前

に
豊
臣
秀
頼
が
寄
進
し
て
建
て
ら
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
や
や
繊

細
な
が
ら
姫
路
城
や
大
坂
城
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
豪
放
な
桃
山
建
築
の
名

残
を
と
ど
め
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
市
内
の
重
要
文
化
財

（
建
造
物
）
に
は
、
八
幡
神
社
本

殿
、
旧
辰
馬
喜
十
郎
住
宅
、
公
智
神

社
御
輿
殿
、
神
呪
寺
仁
王
門
、
海
清

寺
三
門
、
今
津
灯
台
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
　
ま
た
、
重
要
文
化
財
よ
り
も
緩
や

か
な
保
護
の
対
象
と
な
る
登
録
有
形

文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
松
山
大
学
温
山
記
念

会
館
、
浦
家
住
宅
、
旧
山
本
家
住

宅
、
武
庫
川
女
子
大
学
甲
子
園
会
館

（
旧
甲
子
園
ホ
テ
ル
）
、
関
西
学
院

大
学
時
計
台
、
神
戸
女
学
院
（
講
堂

ほ
か
４
棟
）が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
　
年
に
甲
山
の
山
頂
か
ら
銅

４５

戈
（
ど
う
か
）
と
い
う
弥
生
時
代
の

青
銅
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
銅
戈

は
中
国
大
陸
起
源
の
武
器
形
青
銅
器

の
一
種
で
、
市
指
定
の
重
要
文
化
財

（
考
古
資
料
）
で
す
。

　
同
じ
考
古
資
料
に
、
今
回
新
し
く

市
指
定
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
た
考

古
小
録
お
よ
び
関
係
品
が
あ
り
ま
す

＝
左
上
囲
み
記
事
参
照
。

　
甲
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
神
呪
寺
は

平
安
時
代
に
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
寺
院
で
す
。

　
寺
に
あ
る
木
造
如
意
輪
観
音
坐
像

（
に
ょ
い
り
ん
か
ん
の
ん
ざ
ぞ
う
）

な
ど
４
体
の
仏
像
は
国
指
定
の
重
要

文
化
財
（
彫
刻
）
で
す
。
平
安
時
代

末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
作
品

で
、
当
時
の
神
呪
寺
の
様
子
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　
市
内
の
重
要
文
化
財
（
美
術
工
芸

品
）
に
は
、
昌
林
寺
・
明
徳
寺
・
西

広
寺
の
仏
像
、
浄
橋
寺
・
神
呪
寺
の

絵
巻
、
茂
松
寺
・
海
清
寺
の
頂
相
、

永
福
寺
の
四
社
明
神
画
像
、
極
楽
寺

の
石
仏
、
西
宮
神
社
の
銅
鐘
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

建
造
物

国指定の史跡「西宮砲台」。砲台の
活用に向けた取り組みを始めます

有
形
文
化
財

　
文
化
財
に
は
、
建
造
物
や
美
術
工

芸
品
な
ど
の
有
形
文
化
財
の
ほ
か
、

名
塩
紙
を
す
く
〝
技
術
〟
と
い
っ
た

無
形
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　
重
要
無
形
文
化
財
は
、
文
化
財
を

作
り
出
す
技
術
や
芸
能
を
保
持
す
る

人
や
団
体
が
指
定
さ
れ
る
も
の
で
、

一
般
に
「
人
間
国
宝
」
と
い
わ
れ
ま

す
。
　
市
内
の
重
要
無
形
文
化
財
に
は
、

名
塩
紙
を
す
く
技
術
保
持
者
と
し
て

谷
野
武
信
さ
ん
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽

人
形
の
技
術
保
持
者
と
し
て
吉
田
文

雀
さ
ん
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
民
俗
文
化
財
は
、
芸
能
、
祭
礼
、

技
術
を
伝
え
る
文
化
財
と
し
て
、
地

　
「
考
古
小
録
」
は
、
紅
野
芳
雄
が
、

自
ら
の
遺
跡
踏
査
活
動
を
大
正
６
年

か
ら
昭
和
　
年
ま
で
記
録
し
た
ノ
ー

１３

ト
で
す
。
平
成
　
年
ま
で
に
遺
族
か

１６

ら
の
寄
贈
を
受
け
、
市
で
調
査
を
行

い
、
郷
土
資
料
館
で
の
特
別
展
示
な

ど
を
経
て
、
平
成
　
年
５
月
に
市
指

２２

定
の
重
要
文
化
財
（
考
古
資
料
）
と

な
り
ま
し
た
。

　
紅
野
芳
雄
は
の
ち
に
西
宮
町
長

に
就
い
た
紅
野
太
郎
の
長
男
と
し

て
西
宮
に
生
ま
れ
、
酒
造
業
の
経

営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
寄
贈
を
受
け
た
そ
の
ほ
か
の
関

係
品
は
、「
考
古
図
譜
」、「
考
古
雑

録
」
や
紅
野
が
採
集
し
た
石
器
な

ど
３
６
６
点
に
な
り
ま
す
。

　
西
宮
を
は
じ
め
阪
神
間
の
遺
跡

の
研
究
や
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に

欠
か
せ
な
い
重
要
な
資
料
で
す
。

市
指
定
重
要
文
化
財
に

「
考
古
小
録
」
を
指
定

考古小録および関係品

域
の
民
俗
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
す
。

　
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
越

木
岩
神
社
の
お
か
げ
踊
り
図
絵
馬
、

灘
酒
の
酒
造
用
具
、
酒
造
り
用
桶
お

よ
び
樽
造
り
道
具
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
と
し
て
山
口
袖
下
踊
り
、
岡
太
神

社
の
一
時
上
臈
が
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
香
櫨
園
浜
に
あ
る
西
宮
砲
台
は
、

慶
応
２
年
（
１
８
６
６
年
）
に
勝
海

舟
の
意
見
を
元
に
江
戸
幕
府
が
建
造

し
た
も
の
で
、
国
が
指
定
し
た
史
跡

と
な
っ
て
い
ま
す
。
史
跡
と
は
、
今

残
っ
て
い
る
建
物
だ
け
で
な
く
、
場

所
そ
の
も
の
や
周
囲
の
歴
史
的
な
景

観
を
含
め
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

　
西
宮
砲
台
が
史
跡
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
の
は
、
白
い
円
筒
形
の
建

物
だ
け
で
な
く
、
西
側
の
松
林
の
土

手
あ
た
り
ま
で
の
範
囲
で
す
。

　
昔
は
砲
台
の
周
り
を
土
手
で
取
り

囲
ん
で
い
て
、
砲
台
は
土
塀
で
囲
ま

れ
た
円
筒
形
の
城
の
よ
う
で
し
た
。

実
戦
に
は
使
わ
れ
る
こ
と
な
く
明
治

維
新
を
迎
え
た
後
、
海
軍
か
ら
払
い

下
げ
が
行
わ
れ
、
現
在
は
阪
神
電
鉄

の
所
有
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
部
は

火
災
の
た
め
焼
失
し
ま
し
た
が
、
香

櫨
園
浜
が
海
水
浴
場
と
し
て
利
用
さ

れ
た
こ
ろ
、
一
時
は
ビ
ア
ホ
ー
ル
と

し
て
使
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
で

す
。
　
市
指
定
の
史
跡
に
は
、
ほ
か
に
五

ヶ
山
古
墳
群
第
２
号
墳
、
関
西
学
院

構
内
古
墳
、
青
石
古
墳
、
老
松
古
墳
、

上
ヶ
原
用
水
路
が
あ
り
ま
す
。

　
西
宮
神
社
の
本
殿
を
囲
む
森
（
社

叢
・
し
ゃ
そ
う
）
が
県
指
定
の
天
然

記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
天
然
記

念
物
は
、
自
然
が
生
み
出
し
た
も
の

の
う
ち
学
術
的
に
価
値
の
高
い
も
の

が
指
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
社
叢

で
は
、
日
野
神
社
・
越
木
岩
神
社
・

公
智
神
社
の
社
叢
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
満
池
谷
層
の
植
物
遺
体
包

含
層
や
甲
山
湿
原
な
ど
も
天
然
記
念

物
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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史
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